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目
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
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巻
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第

披

五
大

日

印

貿

易

再

検

討

0) 

/.、
'口一

彦

口

目
次

四一

主日
要印
貿貿
易易
品の
の'!~
重展
要
fド

一
一
、
目
印
貿
易
の
内
容
一
一
一
、
日
印
貿
易
の
相
互
重
要

五
、
協
定
成
立
後
の
日
印
貿
易

寸
臼
即
盟
掴
帽
の
踏
眠

昭
和
九
年
初
頭
よ
り
実
施
さ
れ
つ
h

あ
る
日
印
協
定
が
、
貿
易
政
策
の
轄
換
上
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
か
に

就
て
は
、
す
で
に
論
述
し
た
所
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
日
印
協
定
は
来
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
満
期
と
な
る
に
つ

号
、
之
に
先
だ
っ
六
ヶ
月
以
前
に
お
い
て
、
之
が
離
績
ま
た
は
改
一
引
の
協
議
を
要
し
、
再
度
の
日
印
合
商
は
今
ま

さ
に
聞
か
れ
ん
正
し
つ
h

あ
る
。
現
行
の
日
印
協
定
ぞ
批
剣
し
、
之
が
改
訂
を
論
議
す
る
に
先
だ
ち
、

.4
口
々
は
ま

づ
日
印
貿
易
に
閥
す
る
現
貫
の
事
貫
を
検
討
し
、
之
が
分
析
を
試
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
論
の
目
的
は
姦
に
あ
る
。

い
ま
明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
よ
h
，
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
に
至
る
五
十
九
年
間
の
日
印
貿
易
に
つ
い
て
、
ぞ
の

援
展
の
跡
を
顧
み
る
時
は
、
轍
出
入
と
も
に
頴
著
な
膨
脹
を
な
し
来
り
、
最
初
は
百
高
固
に
も
足
ら
ぬ
貿
易
が
、

最
近
で
は
年
冷
五
億
園
以
上
に
達
し
て
ゐ
る
。
五
十
九
年
間
の
累
許
は
、
轍
出
三
十
四
億
園
、
職
入
七
十
二
億
国

に
達
し
て
、
二
倍
以
上
の
轍
入
を
な
し
て
ゐ
る
。
最
近
十
年
間
で
も
輸
出
十
八
億
固
に
劃
し
轍
入
二
十
四
億
固
を

目印昔lh定の成立も p.323-337. 拙著、貿易統制の研究、第二篇第二章



越
え
て
ゐ
る
。
印
ち
日
印
貿
易
は
会
躍
と
し
て
著
し
き
片
貿
易
で
あ
っ
て
、
吾
闘
は
入
超
闘
係
「
い
あ
る
。

こ
の
入
超
闘
係
は
目
印
貿
易
を
一
貫
す
る
傾
向
で
め
っ
で
、
第
一
去
に
一
不
き
る
〉
如
〈
、
之
に
反
す
る
の
は
五

十
九
年
中
例
外
的
の
四
年
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
明
治
十
・
十
一
年
と
昭
和
七
・
八
年
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
他
の
年
は

総
て
輸
入
超
過
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
等
し
く
輸
入
超
過
で
も
そ
の
内
容
に
は
相
違
が
め
る
。
組
劃
額
で
は
最
初

は
百
高
間
程
度
の
入
超
円
か
、
欧
洲
大
戦
後
に
は
年
j
q

二
億
乃
至
四
億
聞
の
入
超
'
と
な
り
、
最
近
で
は
減
退
し
て
数

千
高
闘
と
な
っ
て
ゐ
る
。
輸
入
に
劃
す
る
輪
出
の
比
率
も
、
最
初
の
明
治
年
間
に
は
極
め
て
低
率
の
一
割
乃
至
二

同
こ
過
ぎ
工
ド
コ
コ
戸
、

i

l

i
一

-
l
j
4
7
1
1

世
界
戦
争
前
後
よ
り
ゴ
一
、

四
割
と
な
り
、

昭
和
年
代
に
入
つ
て
は
五
、
六
割
と
な
り
、

s
f
v
p
L
E
C
)
3
2
7
F
;

、
〉
引

:
1
4
f
v
・連

r
v
1

・

〉

:

コ

也

喧

ト

h司
ー
ら
プ
M

掴
め
直
昭
川
門
に
五
て
て

4
0
』
』
如
何
』
に
国

h
t
J
Eヂ
}
?
と
ち

v
J
/
一

P

i

一

:

;

l

j

i

l

l
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4

ー

:

ア
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結
果
t 
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r 
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1:1] 
協
定
0) 

成
立
』

り
、
こ
の
協
定
の
下
に
あ
る
昭
和
九
年
以
後
は
、
八
割
乃
至
九
割
の
比
率
を
一
不
す
入
超
で
あ
る
。
帥
も
之
に
よ
っ

日
印
貿
易
は
格
始
一
貫
し
て
入
超
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
の
程
度
は
過
去
五
十
九
年
間
に

て
知
り
う
る
こ
と
は
、

次
第
に
減
退
し
来
り
、
最
近
で
は
之
金
自
然
に
放
任
せ
ば
却
っ
て
出
超
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
貿
易
統
制
の
結

果
と
し
て
、
可
な
り
均
衡
に
一
近
づ
い
て
は
ゐ
る
が
、
併
し
向
ほ
依
然
と
し
て
脊
闘
の
入
超
を
績
り
つ
、
あ
る
。
こ

の
事
貨
は
目
印
協
定
の
改
訂
に
嘗
つ
で
も
ま
た
考
慮
す
べ
き
要
件
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
斯
〈
の
如
き
入
超
傾
向
の
襲
化
は
何
故
に
惹
き
お
こ
さ
れ
七
か
、
第
一
表
仁
よ
り
て
明
な
る
如
く
、
之

は
一
般
に
は
輸
入
の
減
退
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
主
と
し
で
輪
出
の
準
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る

Q

即
ち
轍
入
は
犬

戦
直
後
よ
句
今
日
ま
で
大
鰹
に
三
億
園
程
度
を
維
持
し
て
襲
化
な
き
に
劃
し
、
輪
出
は
営
時
の
一
一
億
園
程
度
か
ら

日
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
三
巻

O 
九

第

盟主

五
七
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最
近
の
二
億
園
以
上
に
倍
加
せ
る
た
め
で
あ
る
。

進
の
自
然
的
傾
向
に
あ
る
。

一一、

こ
の
傾
向
よ
り
見
る
時
は
、

日
印
貿
易
は
轍
入
停
頓
・
轍
出
増

日
印
協
定
は
こ
の
傾
向
に
劃
す
る
制
動
的
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

目
印
貿
易
の
内
容

然
ら
ぱ
日
印
聞
の
貿
易
は
如
何
な
る
内
容
よ
り
成
る
か
、
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日
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
三
血
管

一
一

第

披

ムハ

O

印
貿
易
に
つ
き
、
先
づ
吾
岡
へ
の
主
要
轍
入
品
を
見
る
に
第
二
表
の
如
〈
で
あ
る
。

輪
入
金
瞳
と
し
て
は
前
の
第
一
表
に
示
さ
る
〉
加
〈
、
十
年
前
の
約
四
億
固
か
ら
一
時
激
減
し
て
約
一
一
億
闘
正

な
り
、
最
近
は
阪
復
し
て
約
三
億
固
と
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
内
容
は
第
二
表
に
よ
り
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
棉
花

ヤ
』
も
つ

τ八
割
五
分
内
外
企
占
め
る
。
之
に
次
ヤ
錨
類
は
僅
か
に
五
分
梓
度
で
あ
り
、
第
三
位
の
廠
類
其
他
粧
物

繊
維
は
一
分
程
度
で
あ
る
。
そ
の
他
に
鉛
・
鍍
・
革
類
以
下
多
数
の
商
品
を
包
含
す
る
が
、
そ
の
金
額
は
極
め
て
僅

少
で
め
る
o

第
一
一
表
所
制
の
十
二
向
日
山
に
で
刻
印
輸
出
制
の
九
割
五
介
程
度
争
占
め
乙
。
-
裂
す
Z
に
封
印
轍
λ
は

著
し
く
集
中
的
で
あ
っ
て
、
唯
一
商
品
に
て
八
割
五
分
、
二
商
品
に
て
九
割
、
十
二
商
品
に

τ九
割
五
分
を
占
め

る
肢
態
で
あ
る
。

次
に
五
日
園
か
ら
印
度
へ
の
輪
前
品
に
つ
い
て
同
様
に
主
要
商
品
に
つ
き
第
三
表
を
作
成
す
る
。

封
印
轍
出
会
瞳
と
し
て
は
前
の
第
一
表
に
一
不
き
る
〉
如
〈
、
十
年
前
の
一
一
億
五
千
高
固
程
度
か
ら
、
中
間
の
不

況
期
に
は
多
少
減
退
し
た
が
、
最
近
で
は
躍
進
し
て
三
億
闘
程
度
に
達
し
て
ゐ
る
。
そ
の
内
容
は
智
三
表
に
よ
り

て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
綿
織
物
は
約
三
割
、
絹
人
綿
織
物
は
二
割
弱
、
綿
綜
は
一
割
弱
を
占
め
、
以
下
メ

p
ヤ
ス

製
品
・
晴
子
製
品
・
陶
磁
器
・
錨
製
品
等
今
、
極
め
て
多
種
類
に
わ
た
り
、
第
十
表
に
掲
出
す
る
十
八
商
品
に
て

最
近
七
割
五
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
帥
ち
封
印
輪
出
は
輸
入
に
比
し
著
し
く
分
散
的
で
あ
る
。
却
も
主
要
な
一
、
二

の
商
庇
に
つ
い
て
も
、
掲
出
せ
る
諸
商
品
に
つ
い
て
も
、
輪
出
は
準
か
に
低
率
で
あ
る
。
の
み
な
ら
や
こ
の
分
散

性
は
、
こ
の
十
年
間
に
於
て
次
第
に
増
進
し
つ
〉
め
る
。
即
ち
所
掲
十
八
商
品
に
て
十
年
前
に
は
九
割
を
占
め
た
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む
の
が
、
最
近
で
は
七
割
五
分
に
減
退
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
輸
入
は
殆
ん
ど
棉
花
に
集
中
さ
れ
る

に
反
し
、
轍
出
は
綿
織
物
以
下
多
数
の
商
品
に
分
散
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
著
し
き
特
俄
で
あ
る
。

一
ニ
、
目
印
貿
易
の
相
互
重
要

苦
闘
に
と
っ
て
の
調
印
貿
易
の
重
要
と
、
市
皮
に
と
っ
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の
封
日
貿
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の
重
要

E
は
、
種
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な
る
意
味
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お
レ
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1
二
ヨ
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胆
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F
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1
μ
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l
7
J
t

位
を
占
め
る
か
を
見
る
た
め
に
第
四
表
を
作
成
す
る
。
之
に
つ
い
て
先
づ
吾
闘
の
封
印
輪
出
の
組
輸
出
に
劃
す
る

比
率
を
見
る
に
、
十
年
前
の
七
|
八
%
か
ら
最
近
の
一

O
l

一
μ
内
外
に
及
ん
で
ゐ
る
。
然
る
に
劃
印
轍
入
の

比
率
は
、
十
年
前
の
一
六
Mm
か
ら
最
近
の
一
一
一

μ
に
減
退
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
五
口
闘
の
貿
易
に
お
け
る
封
印
貿
易
は

輪
出
に
お
い
て
は
約
一
割
、
轍
入
に
お
い
て
は
一
割
二
分
を
占
め
る
に
過
ぎ
示
、
且
つ
輸
出
は
増
進
傾
向
、
轍
入

は
減
退
傾
向
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
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次
に
印
度
に
お
け
る
調
日
貿
易
の
地
位
を
見
る
に
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而
し
て
轍
出
入
と
も
に
次
第
に
遁
増
傾
向
に
あ
る
。
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割
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分
程
度
で
あ
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、
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占
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轍
入
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お
い
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十
年
前
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九
%
、

且
つ
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進
的
で
あ
る
。
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五
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五
一
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一
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三
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今
日
で
は
一
六
Mm
を
占
め
て
ゐ
る
。

卸
ち
印
度
に
お
け
る
吾
岡
商
品
の
地
位
は
、
職
出
入
と
も
に

第
四
十
三
容

:ti. 

第

競
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目印貿易参考資料に撮り算出す。日I:P曾商準備委員曾、



日
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
一
一
一
念

ー
ム/、

第
二
披

六
阿

右
の
二
つ
の
結
果
を
綜
合
し
て
言
ひ
う
る
こ
と
は
、

吾
闘
に
お
け
る
印
度
の
重
要
性
よ
り
も
、
印
度
に
お
け
る

に
Y

之
は
目
印
貿
易
令
瞳
と
し
て
の
償
額
閥
係
よ
り
見
た
に
過

五
日
岡
の
重
要
性
の
方
が
稿
冷
大
な
る
黙
に
あ
る
。

ぎ
な
い
。
主
要
商
品
お
よ
び
商
品
種
類
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

因
み
に
参
考
の
た
め
英
領
印
度
の
貿
易
を
主
要
相
手
園
別
に
一
示
せ
ば
第
六
表
の
如
く
な
る
c

節

穴
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三
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会

主
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屯

一

九

五
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且

溺
逸
一
交
正
室
内
・
主
完
全
=
一
回
・
窓
会
九
口
七
一
千
里
会
白
人
・
車
交
八
五
=
?
主
一
。
一
二
回
人
宅
一
三
一
千
三
吉
田
歪
亘
一
八
・
一
一

引
火
側
印
肢
の
貿
易
相
弓
附

~p 

〆¥

第
六
表
に
つ
い
て
印
度
の
貿
易
先
を
見
る
に
、

最
近
コ
一
ヶ
年
卒
均
に
お
い
て
英
本
闘
は
轍
出
の
コ
二
・
六

μ
、輸

入
の
四
二
・
一

ump--丙
め
て
支
配
的
で
あ
る
。

た
ず
相
封
的
に
も
絶
劃
的
に
も
輪
出
よ
り
は
轍
入
が
大
で
あ
る
。

卸
ち
印
度
の
入
超
闘
係
に
あ
る
。

次
に
英
本
闘
に
属
領
を
加
へ
た
る
英
帝
闘
は
、
輸
出
に
あ
い
て
四
五
・
九
%
、
職



sp沌
恥
W
2柑

rkT町
一
ド

ιι

入
に
お
い
て
四
九
・
四
%
を
占
め
る
。

印
ち
印
度
の
貿
易
の
略
ミ
字
額
は
英
帝
国
領
土
内
の
貿
易
に
属
す
る
。

を
除
け
ば
吾
闘
は
首
位
を
占
め
て
轍
出
の
一
二
・
七
%
、
轍
入
の
一
五
・
四
%
を
占
め
、
絶
針
額
で
は
轍
出
入
ほ
ヨ

均
衡
に
近
い
。
之
に
次
ぐ
北
米
合
衆
園
は
轍
出
の
九
・
四

μ
、
轍
入
の
六
・
四

μ
を
内
め
る
が
、
縄
調
的
に
は
印
度

の
出
超
で
あ
る
。
反
卦
に
濁
逸
に
劃
し
て
は
入
超
を
一
不
し
、
輪
出
入
と
色
に
八
外
程
度
を
占
め
て
ゐ
る
。
以
上
に

よ
っ
て
印
度
の
貿
易
が
ほ
V
如
何
な
る
挟
態
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

閥
、
主
要
貿
易
国
間
の
撞
彊
惟

日
印
貿
易
の
相
互
重
要
は
更
に
主
要
貿
易
日
間
の
相
互
重
要
ぷ
つ
い
て
も
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
印
聞
の
主
要
貿

Ea口
聞
は
、
さ
き
の
第
二
表
お
よ
び
第
三
表
に
示
き
る
h

如
〈
、
わ
が
轍
入
口
聞
で
は
棉
花
は
約
八
割
五
分
を
占
め
、

轍
出
品
で
は
綿
布
は
約
三
割
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
藷
で
は
轍
入
棉
花
と
轍
出
綿
布
の
相
互
重
要
に
つ
き
槍

討
す
る
こ
と
〉
す
る
。

第
一
に
、
印
度
棉
花
に
謝
す
る
吾
聞
の
重
要
性
を
見
る
た
め
に
は
、

t

そ
の
轍
出
先
各
闘
の
比
率
を
比
較
す
れ
ば

よ
い
。
い
ま
最
近
十
年
間
の
印
度
棉
花
輪
出
先
を
第
七
表
に
一
不
す
。

第
七
表
に
よ
れ
ば
印
度
棉
花
に
劃
す
る
吾
圃
の
重
要
性
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
卸
ち
否
固
は
印
棉
の
ほ
Y

五
割
を
輪

λ
す
る
に
劃
し
、
之
に
つ
ぐ
英
本
圃
は
僅
か
に
一
割
に
過
ぎ
十
、
そ
の
他
の
諸
園
も
す
べ
て
一
割
以
下

目
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
コ
一
巻

第
二
披

七

六
五

之

目印曾商準備委員曾、日叩貿易参考資料i二よる。
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に
過
ぎ
な
い
。

さ
き
に
昭
和
八
年
印
棉
不
買
を
断
行
し
て
、

印
度
の
棉
花
市
場
を
湛
飢
せ
し
め
得
た
の
は
主
左
し

て
こ
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
印
度
棉
花
は
吾
困
じ
お
い
て
如
何
な
る
重
要
性
を
有
す
る
か
、

い
ま
最
一
屯
十
年
間
吾
闘
の
轍

λ
棉
花
に

お
け
る
印
度
棉
花
の
比
率
を
示
せ
ば
第
八
表
の
如
〈
で
あ
る
。
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三
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目
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
三
血
管

第
二
時
酬

二
ニ

O

穴
入

分
、
数
量
に
於
て
四
割
二
分
を
占
め
る
。
而
し
て
恐
慌
期
の
減
退
を
別
に
す
れ
ば
、

こ
の
十
年
間
の
傾
向
は
、
債

額
に
お
い
て
も
数
量
に
お
い
て
も
減
退
傾
向
に
あ
る
。

す
る
は
、
印
度
に
と
り
て
極
め
て
有
利
な
僚
件
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

綿
織
物
封
印
輸
出
の
地
位

こ
の
勤
よ
り
見
て
日
印
協
定
が
一
定
棉
花
の
輸
入
を
保
誼

第

丸

表

一

輪
一，、
4
1

、
h
M
m
'
A

一
4
H
フ

r
c
'
'

動制
H
H
U
F

ー
!

一

ヒ

l

H

B

F

配
司
へ
輔

A

i

i

l

‘
 

柑
咽

m

・山川
H

柚
市
目
型

輸

/11， 

総

書1

繍
Jl:， 

l檎

L
a
h
 

巨
耳一

'
中
t

一

J

ll~ 

住Z

1肢

I~~ 

2宇

一回目M山』同目

尋司

一一一一一一一一一一

九九九九九九九九九九

一一 一一一 一一一 一一一 一一一 一一一 一一 一一 一一 一一

五四 三二一 0 九八七六

年年年年年年年年年年

会内2Y4ー=0 " ........ ロ丸回一六九ロ 4口=金z 占G 

』ー ノ、 三.. 五>三五、五 ノz円‘、ミ ニュ ー ノ..，、 三三ェ内z 
ノロ、 三ーー三・ 二 円 三八三ー血ノ、. 一 六区ヨ

zzず、ated szーz'唱u 主主 JノごF主、- ーー F二こtユ ... 圏 5三'!!三EE 2ノZ、 ~看~ I 
-- ノE、三 ノプ、，. ニュ ー::. J:、

プ4Chコts4 2主t主L - 4旨 μ三恒三 一戸 ー:;;包コhさ ""- ~プC包コて ーー
二 一一二五E凶tl句

司3< ='- ーー・・ 7':・ 一・1息~ー

・一甘 一.::~ 一J、一 一4一= 一Eー =一ー~一官 民一一a 一一二 一一宮司

.=. :;"・・;:: :::・司 副・. -・- ，.・i: IZ・s:iw a ::h.SG 

妻一四' 三回且 同E区E司事 C回コ C回区コ割 耳ノ、 Z 
口一 回一毛

Z呈::. s豆EEtL」 三口z昆a竜 ミ八宮E、 区割 -五ニ5. 室 4cつo |立'f 

ー一一一一一一一 一一一一

42=三L 平唱4♀2 由c巳=コ 亘o 三Z三喝山也ヨ玉 4九C2コ ノZ、国

ヌゑ孟主-夫Cコヨ会ヨL 実CJ 克ノ、
"f 

i語

o ーzニ =ニ = 穴一 ま一 == ヨiE
直="1..* -t:: '::;"'1; ..i:;， :a主主 I I~ç 

第
二
に
、

吾
圃
の
調
印
輸
出
品
を
、
代
表
す
る
綿
布
の
地
位
を
見
る
に
、
第
九
表
に
一
不
き
る
h

如

t
、

一
時
は

債
額
の
二
割
七
分
、

数
量
の
三
割
一
分
も
占
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、
最
近
で
は
絶
卦
的
に
は
増
加
し
た
る
に
拘
ら

十
他
の
方
面
へ
の
輸
出
増
加
の
た
め
に
、
相
劃
的
に
は
減
退
し
て
債
額
の
一
割
七
分
、
数
量
の
二
割
を
占
め
て
ゐ

大蔵省、外圃貿易月報に撮る。



る
。
何
れ
に
せ
よ
英
領
印
度
は
綿
布
輸
出
の
重
要
市
場
で
あ
る
。
従
っ
て
目
印
協
定
に
よ
っ
て
こ
の
市
場
を
確
保

す
る
こ
と
は
吾
固
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る

然
ら
ば
こ
の
綿
布
は
印
度
に
お
い
て
如
何
な
る
地
位
を
有
す
る
か

い
ま
印
度
に
お
け
る
綿
布
轍
入
先
を
示
せ
ば
第
十
表
の
如
〈
で
あ
る
。
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一口口・。

即
ち
印
度
へ
の
轍
入
綿
布
は
殆
ん
ど
吾
固
と
英
本
闘
と
が
濁
占
的
で
あ
り
、
以
前
に
は
吾
闘
は
三
割
程
度
に
過

ぎ
歩
、
英
本
闘
は
優
位
を
占
め
て
ゐ
た
が
、
最
近
で
は
ほ
Y

伯
仲
の
程
度
に
あ
る
。
印
ち
わ
が
綿
布
の
轍
入
は
印

度
に
と
っ
て
色
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と
が
剣
る
。

今
日
に
あ
っ
て
は
輸
入
市
場
よ
り
も
輪
出
市
場
が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
ふ
姑
よ
り
見
れ
ば
、
わ
が
綿
布
に
と

勺
て
の
印
度
市
場
は
一
一
一
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
に
劃
し
、
印
度
棉
花
に
と
っ
て
の
吾
岡
市
場
は
五
割
以
上
砂
占
め
る

目
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
三
巻

一一一
一
第

披

九



目
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
=
一
巻

七
O 

一一一
第

盟主

か
ら
、
印
度
に
と
っ
て
の
吾
困
は
よ

h
重
要
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
前
述
の
如
〈
印
棉
は
卦
日
轍
出
の
八
割
五
分

を
占
め
る
に
反
し
、
綿
布
は
封
印
輪
出
の
三
割
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
鞘
よ
り
見
れ
ば
苔
闘
に
と
っ

て
の
印
度
市
場
は
よ
り
重
要
で
あ
る
。

五
、
協
定
成
立
後
の
目
印
貿
易

18nμ
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±
J
与
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品

E
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Z
L
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E
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l
こ
メ

A「
A
J
t
進
出
l
L
〆
、
戸

J
d
z

、
，
、
即
、
ノ
宮
内
M
T
，
、
ノ
「
凶

4
f』

b
1
h
'し
刷

a
J
S

司

j

v
J
n
v
L
d
h団
戸

A
d
-
-
f
p
h
r
f
即
川
手
小

九
年
お
よ
び
十
年
の
日
印
貿
易
は
、
之
を
協
定
前
の
貿
易
お
よ
び
協
定
の
内
容
と
調
比
し
て
、
如
何
な
る
賊
態
に

あ
る
か
、
協
定
の
改
訂
に
関
聯
し
て
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

第
一
に
、
ご
ヶ
年
間
の
棉
花
輪
入
獄
態
を
見
る
に
、
再
輪
出
を
控
除
し
た
る
純
輸
入
は
、
棉
花
第
一
年
度
二
、

O
五
三
、
五
三
五
俵
、
第
二
年
度
一
、
六
四
一

4
0
二
五
俵
に
遣
い
、
基
準
裁
量
百
高
俵
は
勿
論
、
最
大
毅
量
百
五

十
寓
俵
を
も
迄
か
に
凌
駕
し
て
ゐ
る
。
協
定
前
の
十
ヶ
年
平
均
は
約
百
五
十
寓
俵
で
あ
り
、
三
ヶ
年
卒
均
は
約
百

二
十
寓
俵
で
あ
っ
た
か
ら
、
是
等
に
比
較
し
て
著
し
く
増
加
し
て
ゐ
る
。
帥
ち
印
度
は
珠
想
以
上
に
有
利
な
獄
態

と
な
っ
て
ゐ
る
。

市
し
て
百
五
オ
寓
俵
を
超
過
す
る
裁
量
卸
ち
第
一
年
度
五
五
三
、
五
三
五
俵
、

第
二
年
度
一
四

一、

O
二
五
俵
は
、
次
年
度
に
繰
越
え
』
る
〉
こ
3
y

」
〉
な
っ
て
ゐ
る
。
惑
に
問
題
は
雨
年
度
の
超
過
数
量
の
合
許
が
、

第
三
年
度
に
繰
越
す
も
の
か
、

ま
た
は
第
二
年
度
の
超
過
戴
量
の
み
が
繰
越
す
も
の
か
の
輸
に
あ
る
。
『
議
定
書
』

の
邦
文
で
は
『
・
超
過
数
量
ふ
(
期
棉
花
ム
ヤ
岳
ユ
劃
骨
川
川
一
幹
和
争
度
工
掛
ス

Y
綿
和
ハ
骨
骨
骨
骨
ぃ
中
、
右
ノ

日fP:貿易参考資料、 p.24-43・.) 



次
期
棉
花
年
度
二
一
於
テ
印
度
ヨ
リ
日
本
闘
に
輪
出
セ
ラ
山
戸
、
棉
花
数
量
一
一
加
へ
-
プ

y
tベ
シ
』
と
な
っ
て
ゐ
る
つ
英

文
で
は
岳
町
巾
同
門
司
羽
田
『
白
ニ

σ内田仏門
-
z
g
p
m
円
雪
印
コ
円
一
守
口
『
円
山
宅

2
2
0
口
町
同
市
C

ユE
P
。B
H
E
U
Z
T
H
U目
白
一
=

円
一
回
巾
『
O
F
t
-
d
m
n
O
R
o
-
H
官
民
」
ず
号
、
n
G
a
h
t
ヘ刊号、崎、
N
S
g
h
H
b
h

ミ
宣
言
、
ミ
ミ
へ
も
さ
誌
、
可
九
時
、
、
ヘ
岳
、
司
円
込
町

E
号、
N
3
k
f
h
h
E
h
も
も
ら
ミ
ミ
、
宅
、
ミ
念
ミ
込
者
、
、
h
N
h
h
b

」品、

hrs内
町
、
き
、
N

し
て
晶
、
.
左
な
っ
て
ゐ
る
。
研
究
を
要
す
る
問

題
で
あ
る
。

第
二
に
、
右
の
轍
入
棉
花
に
到
し
て
倫
出
し
う
る
綿
布
の
数
量
は
、
ま
づ
基
準
棉
花
百
寓
俵
に
謝
し
て
三
億
二

p
-
1円
王
町
M
V

摩
市
、

一一寸
1
F
E
一-r
F
Y
m川

:
1
1ド
」
内
ノ
白

E
む一
F
4
百
長
ニ
コ

z
g円
上
卜
吉
町
馬
口
ソ
ヰ
ム
辛
こ

F
L
旧

苦

手

F
1
z

t
J、
一

一

f
L
1
4
f
…

F
4
k
l
J
Lト

!
J
;
t
γ
F
f
U
H
-
-ザ

1
3
u
f
t

d

第
4

年
度
四
億
八

千
二
百
五
十
寓
鳴
と
な
る
が
、

最
大
薮
量
ば
絶
封
的
に
四
億
腐
と
協
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

極
限
ま
で
の
輸
出
と

な
り
、
第
二
年
度
は
同
様
に
計
算
せ
ば
、
四
億
二
千
百
高
鳴
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
極
限
の
四
億
幅
ま
で
轍
出

し
う
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
再
輪
出
を
含
め
て
の
現
貨
の
轍
出
数
量
は
、
綿
布
第
一
年
度
四
六
回
、
八
六
三
千
晴
、

第
二
年
度
五
二
二
、
四
五
二
千
鳴
に
遣
し
、

こ
の
平
均
は
協
定
前
三
ヶ
年
の
平
均
五
億
一
千
高
橋
よ
り
も
少
い
。

却
ち
吾
困
は
こ
の
協
定
後
に
お
い
て
却
っ
て
轍
出
を
減
退
せ
し
め
つ
〉
あ
る
。
而
し
て
右
の
劃
印
轍
出
量
よ
り
印

度
の
再
輸
出
を
控
除
す
る
時
は
、
第
一
年
度
四

O
六
、
四
六
九
千
晴
、

第
二
年
度
四
六

O
O
九
四
千
喝
の
純
轍
出

と
な
っ
て
ゐ
る
。

第
三
に
、
轍
出
綿
布
の
品
種
別
割
常
と
現
貨
輸
出
と
の
闘
係
を
見
る
矯
め
に
第
十
一
表
を
次
に
掲
げ
る
。

い
ま
協
定
前
三
ヶ
年
卒
均
数
量
を
協
定
後
の
現
賓
輪
出
数
量
と
比
較
す
る
時
は
、
第
一
年
度
に
は
生
無
地
・
縁

目
印
貿
易
の
再
検
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四
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務
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付
生
地
・
色
物
に
は
大
差
な
く
、
た
Y

岡
地
だ
け
は
字
減
し
て
ゐ
る
。
第
二
年
度
は
生
無
地
は
増
大
し
、
縁
付
生

地
・
色
物
は
大
差
な
く
、
晒
地

rけ
は
同
様
に
ほ
Y
半
減
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
寅
よ
り
見
る
時
は
、
晒
地
の
割
常

は
徐
h
J
に
過
少
で
あ
っ
た
こ
と
が
剣
る
。
次
に
協
定
上
の
割
嘗
裁
量
と
再
輸
出
を
控
除
せ
る
純
輪
出
数
量
と
を
比

比
較
す
る
に
、
第
一
年
度
は
生
無
地
・
繰
付
生
地
・
色
物
に
お
い
て
協
定
以
内
に
止
ま
り
、
晒
地
に
お
い
て
の
み
規

定
以
上
に
出
て
ゐ
る
。
第
二
年
度
で
は
総
て
の
品
種
に
お
い
て
協
定
裁
量
を
超
過
し
、
従
っ
て
杢
睦
に
お
い
て
約

六
千
寓
鴫
の
超
過
と
な
っ
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
品
種
別
割
営
に
お
い
て
最
も
問
題
と
な
る
動
は
、
晒
地
の
割
嘗
毅

量
に
あ
る
。
こ
の
数
量
を
増
加
す
べ
き
こ
と
は
、
以
上
に
越
ぷ
る
が
如
〈
種
ミ
の
賄
よ
り
見
て
合
理
的
で
あ
名
。

第
四
に
、

日
印
協
定
に
劃
す
る
印
度
側
の
期
待
は
、
英
園
商
品
お
よ
び
白
岡
工
業
の
保
護
を
主
と
し
た
も
の
で



町
湖
特
舶
、
恒
三
U

一ゲ
4
l

あ
る
が
、
こ
の
目
的
は
果
し
て
賞
現
さ
れ
つ
に
〉
あ
る
か
、
前
掲
第
十
表
に
示
せ
る
如
〈
印
度
へ
の
綿
布
轍
入
の
比

率
は
、
第
一
年
度
に
は
吾
闘
は
三
九
・
六

μ
に
減
退
し
、
英
闘
は
五
八
・
五
%
に
増
進
し
て
ゐ
る
か
ら
、
英
園
商
品

の
保
護
目
的
は
還
せ
ら
れ
た
様
で
あ
る
が
、
併
し
第
二
年
度
に
は
建
轄
し
て
吾
岡
五
二
・
四
%
、
英
闘
四
六
・
四
%

と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
議
で
は
こ
の
目
的
は
蓬
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
併
し
な
が
ら
今
も
し
こ
の
協
定
な
く
し
て
、

目
前
吋
雨
闘
の
自
由
競
守
に
委
せ
ら
れ
た
と
せ
ば
、
吾
一
か
商
品
は
恐
ら
く
向
ほ
著
し
〈
進
出
し
た
で
あ
っ
た
ら
う
。

こ
の
意
味
で
は
英
岡
商
品
に
封
ず
る
消
極
的
の
保
護
作
用
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
次
に
囲
内
工
業
部
ち

印
度
綿
布
の
生
産
高
は
、

第
一
年
度
に
お
い
て
著
し
〈
増
加
し
て
約
一
一
一
十
四
億
時
?
と
い
ふ
未
曾
有
の
殿
宇
を
一
不
し

て
ゐ
る
。
即
ち
岡
内
工
業
保
護
の
目
的
は
積
極
的
に
一
達
成
さ
れ
つ
〉
あ
る
〈
絞
っ
可
L

こ
か

J

協
定
を
そ
の
ま
う
ド
続

編
す
る
こ
と
は
印
度
経
神
の
毅
展
よ
h-
見
て
望
ま
し
き
所
で
あ
る
。
之
に
謝
す
る
吾
園
側
の
事
情
は
、
雨
年
度
の

棉
花
五
億
一
千
一
百
首
周
囲
の
輸
入
に
劃
し
、
綿
布
轍
出
は
僅
か
に
一
一
億
五
千
一
百
高
固
に
過
ぎ
争
、
二
ヶ
年
間
に

一
一
一
億
六
千
寓
闘
の
入
超
で
あ
る
。
幸
に
他
の
諸
商
品
の
轍
出
に
よ
っ
て
こ
の
入
超
の
一
部
は
補
填
し
得
た
け
れ
ど

も
、
向
ほ
貿
易
均
衡
に
は
達
し
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
吾
聞
と
し
て
は
何
ら
か
の
改
訂
を
加
ふ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
協
定
の
檎
績
を
希
望
す
べ
き
立
場
に
め
る
。
協
定
改
訂
の
問
題
は
之
を
次
の
機
曾
に
ゆ
づ
り
、
事
で
は
た
げ
〉

現
貨
の
事
賞
の
検
討
に
止
め
る
。
〈
二
・
ヒ
・
一
五
)

日
印
貿
易
の
再
検
討

第
四
十
三
巻

五

第
二
披

七


